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【背景】

A大 学では毎年,卒 業時に学習成果について自己評価を行

うことで,4年 間でどのような看護実践能力が身にっいたか

調査を行っている.同 じ質問表を使用 した2年 間のデータか

ら考察を試みたので報告する.な お,本 研究は新潟医療福祉

大学倫理委員会の承認を得て実施した.

【方法】

A大 学看護学科4年 生を対象に卒業前の平成26年2月 に自

記式質問票を配付 しその場で記入 してもらい提出させた.そ

の際に得られたデータを研究として取り扱 うことの可否を同

意書により確認した.

調査票には看護実践能力の構造(5能 力群,20能 力,55到

達目標ならびに学習成果202項 目)を 示した うえで,学 習成

果について 「できない」から 「よくできる」の4段 階で自己

評価をさせた.学習成果評価点を該当する20能 力に集約して

平均値を求め,24年3月 の報告1)(全 国の看護大学生765名

(うち回収率50%)の 調査結果)と 比較した.ま たA大 学に

おいて前年度に実施した学生の自己評価 とも比較した.

【結 果 】

研 究 の趣 旨 を説 明 し同意 の得 られ た81名(97.6%)の 結 果

を本研 究 に おい て分析 した.

修 得す べ き20の 看 護実 践能 力 につ いて全 国 平均 よ り0.2ポ

イント高 い項 目は 「終 末期 に あ る患 者 の援助 」で あ り,0.2ポ イン

ト低 い項 目は 「生涯 にわた る能 力 向上」 と 「専 門職 と して発 展

させ る能 力 」で あ った.さ らに学 習成 果 に関 す る 自己評価 を

昨年 と比 較 し,前 年度 とO.2ボ ィント差 の あった15項 目を表1

に示 した.

【考察】

20の 看護実践能力においては,全 国 ・A大学共に 「ヒューマンケ

アの基本に関する実践能力」が高い結果であり,修得しやすい

能力と思われる.し かし「根拠に基づき看護を実践する能力」

は2点 台が多く,修 得に苦慮している様子がうかがえる.

学習成果はレベルが具体的なので学生が自己評価しやすい項

目となっている.平 均点は3.0で 前年度と全く同じ値であっ

たが,詳 細をみると個々には変動を認めた.0.2ポ イント上昇し

ている項 目は 「プロセルコードを活用 したコミュニケーション能力」「ケア

計画と実施」「実践の評価」「健康問題解決に必要な看護援助

の理解」「査定方法の説明」「自己学習 ・教育力の重要性」で

あった.同 時に実施した看護技術到達度調査において技術に

対する自信がついていることと照らし合わせると,統 合実習

開始がその要因となっている可能性が考えられる.一方で「人

体の構造や機能」「在宅での看取りの体制づくり」「地域の危

機管理」「災害看護のあり方」など2点 台に下降した項目もあ

る.平 均点増減の要因は不明ながら,今 後の教育に活用でき

るよう検討を重ねていきたい.

【結論】

昨年と変わらず現行の教育内容によって全国看護系大学学

生と同等の看護実践能力を修得していたが,「専門職者として

研鎖し続ける能力」は十分でないことが明らかになった.し

かし前年度に比して 「看護を計画 ・実施 し,評 価する」とい

う学習成果が上がっていることが確認できた.
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